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令和８年度第１回鶴岡市地域公共交通活性化協議会 
（兼鶴岡市地域公共交通会議） 

 

                     日時：令和８年６月２６日（金）１４：００～ 

                     会場：出羽庄内国際村多目的室 

 

… 次  第 … 

１ 開  会 

 

２ 挨  拶 

 

３ 報  告 

（１）役員・委員の交代について                  報告資料１ 

 

（２）会計・監査報告について                   報告資料２ 

 

（３）夜間交通確保実証事業・タクシー事業者配車アプリ導入支援事業について 

報告資料３ 

 

（４）羽黒地域市営バス運行経路・ダイヤ改正について        報告資料４ 

 

（５）イベントにおける営業区域外旅客運送について         報告資料５ 

   ・赤川花火大会の来場者の移動手段の確保 

 

 

４ 協  議 

 

 （１）朝日地域公共交通の乗降場所の変更について          協議資料１ 

 

 （２）令和９年度地域内フィーダー系統確保維持計画（案）について  協議資料２ 

 

（３）その他 

 

５ その他（情報提供等） 

    ・第１２回小学生バスの絵コンテストの開催について 

    ・鶴岡駅前バス停の改修について（都市計画課） 

 

６ 閉  会 

 



1 鶴岡市 伊藤　敦 会長 出席

2 庄内交通㈱ 村　紀明 副会長

3 (一社)山形県バス協会 村　紀明

4 （一社）山形県ハイヤー協会 石川　康夫 欠席

5 （一社）山形県ハイヤー協会鶴岡支部 ☆ 松浦　敏文 出席

6 山形県交通運輸産業労働組合協議会 ☆ 佐藤　豪 出席

7 国土交通省東北地方整備局酒田河川国道事務所　 高橋　朋昭 代理：鶴岡国道維持出張所長　佐藤　栄寿

8 山形県庄内総合支庁道路計画課 ☆ 渋江　勇樹 出席

9 鶴岡警察署 ☆ 赤塚　修 代理：交通課長　佐野　正人

10 東北運輸局　山形運輸支局 ☆ 高橋　勇一 代理：首席運輸企画専門官　鈴木　仁

11 山形県庄内総合支庁総務企画部総務課連携支援室 榎本　真一 代理：主査　佐々木　愛純

12 鶴岡商工会議所 ☆ 丸山　奈美 監事 出席

13 鶴岡市老人クラブ連合会 長谷川　清美 欠席

14 鶴岡市身体障害者福祉協会 佐藤　満子 出席

15 JA鶴岡女性部 石塚　公美 欠席

16 DEGAM鶴岡ツーリズムビューロー 設楽　樹 出席

17 鶴岡市町内会連合会 加藤　悟 出席

18 鶴岡市自治振興会連絡協議会 斎藤　正哉 監事 欠席

19 藤島町内会長連絡協議会 東海林　良哉 欠席

20 羽黒区長会 ☆ 渡邉　徹 出席

21 櫛引区長会 ☆ 蓮池　昇 出席

22 朝日地域自治会連絡協議会 ☆ 菅原　尚人 欠席

23 温海地域自治会長会 五十嵐　收一 出席

1 高橋　広司 専務取締役

2 中村　美穂 乗合バス事業部　部長

企画部 部長 上野　修

地域振興課 課長 鈴木　泰行

地域振興課 地域振興専門員 齋藤　真志

地域振興課 専門員 下本　敬己

藤島庁舎地域づくり推進課 主査 今野　小巻

羽黒庁舎地域づくり推進課 主事 鈴木　悠平

櫛引庁舎地域づくり推進課 主事 高橋　花菜子

朝日庁舎地域づくり推進課 主査 遠藤　洋子

朝日庁舎地域づくり推進課 主事 近野　辰夢

温海庁舎地域づくり推進課 地域づくり専門員 五十嵐　美重子

氏　　名 出欠（代理出席者）
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事務局長
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所長

副市長

№ 所　　属 役員

会長

出席

交代



☆委員交代 任期：令和７～8年度（令和8年6月1日現在）

1 鶴岡市 副市長 会長 伊藤　敦 法第６条第２項１号

2 庄内交通㈱ 代表取締役社長 副会長 村　紀明 法第６条第２項２号

3 (一社)山形県バス協会 会長 村　紀明 法第６条第２項２号

4 （一社）山形県ハイヤー協会 会長 石川　康夫 法第６条第２項２号

5 （一社）山形県ハイヤー協会鶴岡支部 支部長 ☆　松浦　敏文 法第６条第２項２号

6 東北運輸局　山形運輸支局 支局長 ☆　高橋　勇一 法第６条第２項２号

7 山形県交通運輸産業労働組合協議会 庄内交通労働組合副執行委員長 ☆　佐藤　豪 法第６条第２項２号

8 国土交通省　東北地方整備局　酒田河川国道事務所　 所長 高橋　朋昭 法第６条第２項２号

9 山形県庄内総合支庁　道路計画課　　　　　　　　　　　 道路管理主幹 ☆　渋江　勇樹 法第６条第２項２号

10 鶴岡警察署 署長 ☆　赤塚　修 法第６条第２項３号

11 山形県庄内総合支庁　総務企画部　総務課　連携支援室 室長 榎本　真一 法第６条第２項４号

12 鶴岡商工会議所 理事・事務局長 監事 ☆　丸山　奈美 法第６条第２項４号

13 鶴岡市老人クラブ連合会 女性部会委員長 長谷川　清美 法第６条第２項４号

14 鶴岡市身体障害者福祉協会 会長 佐藤　満子 法第６条第２項４号

15 JA鶴岡女性部 部長 石塚　公美 法第６条第２項４号

16 鶴岡市町内会連合会 副会長 加藤　悟 法第６条第２項４号

17 鶴岡市自治振興会連絡協議会 加茂地区自治振興会長 監事 斎藤　正哉 法第６条第２項４号

18 DEGAM鶴岡ツーリズムビューロー 主任 設楽　樹 法第６条第２項４号

19 藤島町内会長連絡協議会 副会長 東海林　良哉 法第６条第２項４号

20 羽黒区長会 会長 ☆　渡邉　徹 法第６条第２項４号

21 櫛引区長会 副会長 ☆　蓮池　昇 法第６条第２項４号

22 朝日地域自治会連絡協議会 会長 ☆　菅原　尚人 法第６条第２項４号

23 温海地域自治会長会 会長 五十嵐　收一 法第６条第２項４号

№ 所　　属 役　職　名 協議会役職 氏　　名 根拠条文

　　　　　　　　　　　　　　鶴岡市地域公共交通活性化協議会　委員名簿 令和8年度第1回鶴岡市地域公共交通活性化協議会

報告資料１（鶴岡市地域公共交通活性化協議会）



○収入の部 (単位：円)

項目 当初予算額 決算額 比較 摘　　　要

1.補助金 6,023,000 5,749,403 △ 273,597
地域公共交通確保維持改善事業費補助金（国）　2,623,000
鶴岡市地域公共交通計画更新事業補助金（市）　3,126,403

2.雑収入 1,000 557 △ 443 預金利息

合　　　計 6,024,000 5,749,960 △ 274,040

○支出の部

項目 当初予算額 決算額 比較 摘　　　要

1.委託料 5,687,000 5,401,000 △ 286,000 鶴岡市地域公共交通計画改定支援業務委託料（（株）KCS）　5,401,000

2.需用費 66,000 347,000 281,000
アンケート景品（ペンケース）　39,000
鶴岡市地域公共交通計画　印刷製本（富士印刷（株））　308,000

3.通信運搬費 270,000 0 △ 270,000 市の予算で対応

4.手数料 1,000 1,960 960 収入印紙　200　振込手数料　1,760

合　　　計 6,024,000 5,749,960 △ 274,040

収入　－　支出　＝　差引残高なし

令和7年度（令和7年4月1日～令和8年4月30日）

鶴岡市地域公共交通活性化協議会　会計報告　（案）

令和8年度第1回鶴岡市地域公共交通活性化協議会

報告資料２（鶴岡市地域公共交通活性化協議会）



令和8年度第1回鶴岡市地域公共交通活性化協議会
報告資料２（鶴岡市地域公共交通活性化協議会）



令和８年度 夜間交通確保実証事業（案）

■事業目的
救急搬送同行者の帰宅困難を解消する運行体制の実証事業を行うため、深夜営業を行うタクシー事業者へ人件費支援を行う。

■事業内容
深夜帯（24時～6時）のタクシー供給不足に対応するため、事業者における車両1台分（運転手1名・運行管理者1名）の夜間

待機に係る人件費の一部を支援し、夜間運行の確保に向けた効果と持続可能性を検証する。
医療機関等（救急搬送同乗者等）からの配車依頼のみに対応。持続可能な深夜運行体制の構築を検討する。

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R9.1月 2月 3月

参画事業者による協議
○事業制度説明
○医療機関機関等に対
する周知を行う。

○定期的に情報交換を行い、課題等の共有・分析を行う。
○事業者は、各月ごとに補助金申請を行い、市は申請に応じて補助金を
支払う。

○実証事業の
成果・分析・
まとめを行う。

夜間交通確保事業実証期間 実
証
事
業
終
了

市

タクシー会社
※1ヶ月交代

医療機関 施設・
自宅

イメージ図

救急搬送同乗

配車依頼

帰宅・職場復帰

A社

B社

・医療機関の夜間の緊急外来窓口に各月のタクシー事業者の連
絡先を伝達しておき、帰宅手段がない方がいた場合、電話をし
てタクシーを手配する。

おうちに帰れない・・

人件費等支援

迎車

スケジュール案

令和8年度第1回鶴岡市地域公共交通活性化協議会
報告資料３（地域振興課）



令和８年度 タクシー事業者配車アプリ導入支援事業（案）

■事業目的
タクシー事業者に対し、タクシー配車アプリ導入を支援し、タクシー事業者の業務効率化を図るとともに、配車アプリの利

用者である、地域住民及び旅行者やインバウンド客の利便性の向上を目指す。

■支援内容
配車アプリは、大きく分けて、全国型と地域密着型に分けられるため、導入するアプリに応じて支援のあり方を検討する。
導入する配車アプリは、タクシー事業者で統一してもらうことを基本とする。

【アプリの特性】
○全国型アプリの特性
・初期費用を抑えやすい一方、売上に応じた「成果報酬型手数料」が基本のため、利用件数が増えるほど手数料負担額も増大
する構造となっている。

・観光客（外国人）やビジネス層からの利用が多く、普段利用しているアプリでそのまま配車依頼をすることができる。
○地域密着型アプリの特性
・システム導入時に一定の初期費用がかかる場合があるが、月々の手数料が全国型に比べて安く設定されていることが多く、
中長期的なコストメリットを重視した設計となっている。
・地元住民は一度アプリを入れてしまえばずっと利用し続けることができるが、地域外から来た人は、改めてアプリを入れる
必要がある。

➡全国型の場合は、初期費用が少ないため、手数料等に対しての支援を検討する。地域密着型の場合は、初期費用がかさむこ
とが見込まれることから、初期費用に対して支援を行う。

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 R9.1月 2月 3月

○参画するタクシー事業者による協議
○導入する配車アプリの選定
○配車アプリ事業者による説明会
○事業制度説明
○導入アプリ操作慣熟期

○配車アプリ導入・運用開始
○地域住民への配車アプリ導入周知
○訪鶴者への周知
○補助金等による支援

○効果・課題・分析

配車アプリ導入支援

スケジュール案

令和8年度第1回鶴岡市地域公共交通活性化協議会
報告資料３（地域振興課）



羽黒地域市営バス運行経路・ダイヤ改正について

２．変更内容及び理由

１．変更実施予定日 令和８年１０月１日

令和8年度第1回鶴岡市地域公共交通活性化協議会
報告資料4（羽黒庁舎地域づくり推進課）

③運行便の見直し

◎両路線のぼり３便廃止（委託業者と協議中）

【理由】

極端に利用者が少ないため、経費を削減し運行効率の向上を目指す。

②運行経路の見直し・・・【別紙参照】

◎上川代・小増川線 新設/泉地区地域活動センター、仙道 廃止/昼田、富沢

◎今野線 新設/川代山（こぶしヶ丘） 廃止/八森

【理由】

利用実態調査において、羽黒の中心部である泉地区の活動拠点周辺にアクセス希望あり。

加えて、個別の要請で利用希望の多い地域に停留所を新設する。

一方、利用者の少ない停留所は廃止する。ただし、利用者の多い停留所の間に位置する停留所

は引き続き運行する。また、経路変更により料金に一部影響を促すところもある。

①運行時間の見直し

【理由】

利用実態調査（中学生対象）において時間帯が合えば利用したい、また個別の要請で庄交バスと

の接続可能にしてほしいとの意見を踏まえ、のぼり１便を高校生の通学時間帯に合わせ、時刻の調

整を図る。下り３便については、庄内交通バス（鶴岡駅発15：33～ゆぽか着15：51）との乗継時におけ

る待ち時間が長くなっていたことから、運行時間を早める調整を行う。

上川代・小増川線

のぼり１便
発：上川代前
7：15

着：鶴岡駅前
8：22

くだり３便
発：ゆぽか
16：30

着：上川代前
17：12

今野線

のぼり１便
発：川代山前
7：27

着：鶴岡駅前
8：23

くだり３便
発：ゆぽか
16：30

着：川代山前
17：01

【現行】

上川代・小増川線

のぼり１便
発：上川代前
6：50

着：鶴岡駅前
8：00

くだり３便
発：ゆぽか
16：20

着：上川代前
17：05

今野線

のぼり１便
発：川代山前
6：56

着：鶴岡駅前
7：54

くだり３便
発：ゆぽか
16：20

着：川代山前
16：53

【改正後】



 

仙道 

別紙【変更案】 

 

 

 

  

 

 
八森① 

フリー区間とは、この路線上であれば例え停

留所でなくとも、道路上で手を挙げるなど、

乗車の意思を示して頂ければ乗車が可能な区

間の事です。 

フリー乗降区間 

 上川代・小増川線：松尾公民館～上川代 

 今野線      ：松尾公民館～川代山 

 

高 寺 

河 原 

桜ヶ丘 

 
八森② 

上川代・小増川線 

川代山② 

広瀬地区活動センター 

今野線 

、 

庄内交通 羽黒線 

南ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ 

河原 

・変更経路 

川代山①/こぶしヶ丘 

鶴岡市羽黒地域市営バス運行経路図 

・停留所新設 

金森目 

市野山 玉川 

・上川代小増川線 

 
昼田 

 
富沢 

・今野線 

第四地区活動センター 

 
十文字 

・廃止路線 

 

町屋 

泉地区活動センター 

染興屋 

令和 8年度第 1回鶴岡市地域公共交通活性化協議会 

報告資料 4（羽黒庁舎地域づくり推進課） 



令和8年度第1回鶴岡市地域公共交通活性化協議会
報告資料5（鶴岡市地域公共交通活性化協議会）



道路運送法第２０条第２号の一般乗用旅客自動車運送事業の 

営業区域外旅客運送について（第３３回赤川花火大会） 

 

【報告事項】 

 道路運送法（昭和 26 年法律第 183 号。）第２０条第２号に基づき、鶴岡市赤川河川三川

橋～羽黒橋を大会会場として行われる赤川花火大会の来場者の移動手段を確保するために、

鶴岡市全域のタクシー事業者による稼働が可能となるよう営業区域外旅客運送の必要性を

認める。 

 

①  営業区域外旅客運送の必要性 

鶴岡市内のタクシー事業の営業区域は、「鶴岡市」、「東田川郡（旧東田川郡藤島町・羽黒

町・櫛引町・朝日町の区域）」、「西田川郡（旧西田川郡温海町の区域）」と合併前の旧市郡

で分かれている。 

赤川花火大会には、毎年市内外から多数の来場者がおり、大会終了後の帰省に対する移

動手段が課題であることから、営業区域としての「鶴岡市」を保有していない事業者へも

臨時的に営業区域外運送を認めることで、観覧者の移動の足の確保を図るものである。 

 

② 営業区域外旅客運送の対象となる地域 

  鶴岡市全域 

 

③ 営業区域外旅客運送を行う事業者 

事業者名 事業者住所 

落合自動車株式会社 鶴岡市下名川字落合 6 番地  

温海温泉観光自動車株式会社  鶴岡市湯温海甲 80 番地  

 

④ 営業区域外旅客運送を行う期間 

赤川花火大会実行委員会が企画する赤川花火大会を実施する日 

 

⑤ 次年度以降の協議について 

 赤川花火大会主催者より必要事項を記載した要請書が協議会の事務局を通して委員に事

前に提出された場合、協議が調ったものとする。 

 

⑥ その他必要な事項 

 タクシー事業者に追加変更がある場合は、東北運輸局長の承認を受けてから運送を行う。 
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報告資料 5（鶴岡市地域公共交通活性化協議会） 



朝日地域公共交通の乗降場所の変更について 

 

１．変更実施予定日 

令和８年１０月１日 

 

２．変更する乗降場所 

「朝日庁舎前」バス停 

 

３．変更理由 

  令和６年１１月から朝日庁舎建て替え工事に伴い、庁舎敷地外 

に「朝日庁舎前」バス停留所を仮設していたが、令和８年９月に 

庁舎敷地内ロータリーが完成する見込みであることから完成時期 

に合わせ、元の庁舎敷地内に戻すため。 

 

鶴岡市 

朝日庁舎 

鶴岡市消防本部 

消防署朝日分署 

 

 

変更後 

 

（変更前）エスモール行 

（変更前）朝日庁舎行 

令和 8年度第 1回鶴岡市地域公共交通活性化協議会 

協議資料 1（朝日地域公共交通運営協議会） 
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作品
募集

バスをもっと身近に感じてもらいたい！
バスに乗ることが楽しくなるような、
自由な発想で、夢のある「バスの絵」を募集します。

主催：鶴岡市・鶴岡市地域公共交通活性化協議会

応募方法など、詳しくはチラシの裏面をご覧ください。

第11回小学生バスの絵コンテスト入賞作品（令和７年度）

【 鶴岡市長賞 】
朝暘第一小学校 ４年 大和田 悠人

「スペースシャトルバス～鶴岡発木星行き～」

【 庄内交通社長賞 】
朝暘第六小学校 ３年 髙橋 瑚白

「おいしい庄内米バス」

【鶴岡市地域公共交通活性化協議会長賞】
櫛引西小学校 ２年 森 茉柚子
「うちゅう花火大会かんらんバス」

【鶴岡市地域公共交通活性化協議会長賞】
櫛引西小学校 ６年 秋山 愛菜

「スペシャルバス」

令和8年度第1回鶴岡市地域公共交通活性化協議会
その他（鶴岡市地域公共交通活性化協議会）



１．目的 地域公共交通である「バス」をテーマにした絵画コンテストを通じて、子供たちに
バスをもっと身近に感じてもらい、さらに家族や地域全体の公共交通に対する関心
を高めることを目的としています。

２．主催者 鶴岡市・鶴岡市地域公共交通活性化協議会
３．作品テーマ 「あったら楽しいな。こんなバス」

～バスに乗ることが楽しくなるような、
自由な発想で夢のある絵を募集します。～

４．募集期間 令和８年８月２１日（金）～８月２８日（金）（必着）
５．応募資格・応募作品

（１）応募資格：市内小学校及び養護学校小学部に通学する児童
（２）作品用紙：四つ切り画用紙（縦380mm×横540mm）

※ 用紙のサイズが違う場合は審査の対象になりません。
※ 折り紙や毛糸など立体的な物の使用はできません。

（３）画 材：自由（ただし、写真・コピーは不可。）
（４）出 品：１人１点（未発表の自作品とする。）

６．応募方法 （１）作品タイトル、学校名、学年、氏名等を「出品票」に記入して、応募作品
裏面の右下に貼り付けてください。

（２）作品の提出は、各学校へお願いします。
学校ごとにまとめて、下記まで文書連絡便もしくは直接持参ください。

〒997-8601 山形県鶴岡市馬場町9-25 鶴岡市企画部地域振興課
電話0235-35-1191（内線522） FAX 0235-25-2990
メール chiikishinko@city.tsuruoka.yamagata.jp

７．応募作品の権利 入賞作品の版権は、主催者に帰属することとします。
８．審査方法 鶴岡市地域公共交通活性化協議会が定める者が審査を行います。
９．入賞・賞品について

○鶴岡市長賞 ・・・・・・・・・・・・ 賞状、記念品
○庄内交通社長賞 ・・・・・・・・・・ 賞状、記念品
○地域公共交通活性化協議会長賞 ・・・ 賞状、記念品
○あったら楽しいな。こんなバス賞 ・・ 賞状、記念品 ※ 応募者全員に参加賞あり

１０．入賞発表・表彰 入賞発表及び表彰については、後日別途連絡します。
また、入賞作品は市のホームページ等に掲載し広く紹介します。

小学生「バスの絵」コンテスト実施要項

下の出品票を記入して、作品のウラ面に貼り付けてください。

第12回小学生「バスの絵」コンテスト 出品票

作品タイトル

学校名 学年 年

ふりがな

氏名

【作品についてのコメント】



本事業は、第3期中心市街地活性化基本計画における事業の一つで、鶴岡市内における主要なバス停の利用環境の向上により、

中心市街地及び観光地を訪れる人の増加、賑わい創出を図るものです。

【工事概要】既存鉄骨フレーム再塗装・屋根更新・風雨除けサイドパネル更新、行先案内・のりば誘導サイン表示 他

【工事時期】令和8年10月～12月末（予定）

改修場所 鶴岡駅前バスのりば①②

老朽化した風雨除けサイドパネルの更新 鉄骨のケレン・錆止め・明るい色彩へ塗装 屋根の更新、行先・のりば誘導サインの表示

全体 内部（西側） 内部（東側） 鉄骨腐食状況 屋根劣化状況

イベント広場と循環バス利用者の利便性向上による賑わい・居場所づくり 令和8年6月

令和8年度鶴岡駅前バス停留所改修工事 資料作成：鶴岡市 建設部 都市計画課

鶴岡駅

のりば③

のりば④⑤ Foodever↓

一般駐車場

【改修により期待される効果】

・柱や梁の塗装、屋根の更新により、全
体的に明るい色彩とすることで、駅前に
おける景観の向上を図ります

・風雨除けサイドパネルの更新により、
バス待ち時間の快適性向上を図ります

・目に留まりやすい位置にバスの行先や
観光施設のピクトグラム、のりば番号等
の誘導サインを表示することで、利便性
の向上と観光の促進を図ります
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